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■ 書籍について 

「実験動物の感染症と微生物モニタリング」（平成 27 年発行）の増補改訂版。約 10 年ぶりの改訂となる本書では、新たな病原体の

項目を追加したほか、PCR 法を用いた新たなモニタリング計画を検討する際の注意点などを新たに加えました。 

微生物モニタリング検査業務を担当する方だけでなく、実験動物に携わる技術者にとって必見・必携の書籍です。写真・表を多く掲

載しており、実験動物 1 級技術者を目指す方々にも参考図書としてお勧めです。 
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Ⅲ．検査手技 
 1. 検査材料採取手順 
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 Ⅳ．微生物汚染確定後の対応 
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  7）リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス 
  8）マウスアデノウイルス 
  9）マウスロタウイルス 
  10）マウス肺炎ウイルス 
  11）パルボウイルス 
  12）マウスノロウイルス 
  13）マウス脳脊髄炎ウイルス 
  14）マウスレオウイルス 3 型 
  15）乳酸脱水素酵素上昇ウイルス 
  16）マウスアストロウイルス 
  17）ポリオーマウイルス 
 2. 細菌・真菌 
  1）肺マイコプラズマ 
  2）ティザー菌 
  3）サルモネラ 
  4）腸粘膜肥厚症菌 

   5）肺パスツレラ 
  6）パスツレラ 
  7）ネズミコリネ菌 
  8）コリネバクテリウム ボビス 
  9）気管支敗血症菌 
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 3. 寄生虫 
  1）消化管内原虫 
  2）蟯虫 
  3）外部寄生虫 
  4）コクシジウム 
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■ お申し込み方法 

申込方法 特設フォームよりご注文ください。（生協・書店等では実施いたしません） 

申込締切 2026 年 6 月 30 日（火）お申し込み分まで 

お問い合わせ 株式会社アドスリー（書籍担当）principal@adthree.com 

 

実験動物技術者・実験動物管理者、必携の書！ 


